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令和４年９月バージョンアップのご案内 

 

 

あ 拝啓 貴所益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。毎度格別のお引立てに預かりありがとうございます。 

さて、KEMPOSに関し、以下の点につきバージョンアップを行いますのでご案内申し上げます。 

バージョンアップ内容の詳細につきましては、弊社ホームページに近日中にアップいたします。 

(弊社ホームページ：https://www.kempos.co.jp/) 

 

 

１ KEMPOSの動作環境について（パソコンの入替を予定されている場合もご確認下さい） 

本バージョン(Ver880)を含む Ver820 以後の KEMPOS は、Microsoft Office 64bit 版への対応に伴い、

Microsoft 社がサポートしている Office 2013 以後の環境でのみ動作します。サポートが終了している

Office 2010以前の環境では動作しなくなりますので、予めご確認ください。 

 

また、Kemposのクライアントを新しいパソコンに入替を予定されている場合、最新版の Officeは 64bit

版が標準仕様となりますのでそのまま Ver820より前のバージョンを使用するとエラーが発生します。 

そのままのバージョンでお使い頂く場合は 32bit版を再インストールして頂く必要がありますが、最新版

はどちらでも動作しますので、今回のバージョンアップを是非ご検討下さい。 

 

 

２ 祝日休日を考慮して期限管理をされているユーザー様について 

Ver820以後をお使いのユーザー様に関しましては、内閣府が提供する 2022年の CSVデータを、ユーザー

様ご自身で取り込んでいただくようお願いいたします。 

 

 

尚、今回のリリースは Ver880となります。 

敬具 

  

https://www.kempos.co.jp/
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（１） 国内・共有関連 

1. 条件検索の検索結果から自由に出力項目を選んで EXCEL出力する機能を追加しました。技術の方たちが KEMPOSの

データを取り出して活用したり、クライアントからの要望に合わせたフォーマットで簡単にデータが出力でき

るようになりました。 

①基本的な使い方 

 

条件検索で出力したい出願台帳を検索したら右上の「EXPORT」ボタンを押します。 

 

 

項目指定の画面で先ず「定義名」を選択します。 

 

 
上の「EDIT」ボタンを押すと下の選択項目にチェックを入れられるようになり、出力順がリセットされます。 

 



 
「選択」列で出力したい項目にチェックを入れます。右側に「出力順」が自動設定されるので、チェックを入

れた順番に出力されることになります。 

 

 

チェックを入れたら右上の「実行」ボタンを押します。 

 

 
チェックを入れた順番で選択項目が EXCELに出力されます。 

 



②定義名の種類 

 

１はメインの出願台帳のデータとなり、２～５はサブの出願台帳から枝分れしたデータとなります。例えば関

連出願のデータを全て出力したい場合は４を選択して出力する様にします。 

 

③定義名の保存 

 

設定した出力項目の定義を保存したい場合、「保存名」を変更して、右上の「追加保存」を押すとこの定義を

保存することが出来ます。 

１～５の基本情報については変更することが出来ませんので、追加保存をして定義を追加して下さい。 

 

  



 

この時、右上の「担当者」を設定して保存すると、基本情報に加えて、左上に設定されている担当者と一致し

ている定義のみが「定義名」に表示されるようになります。（上図は「事務担当１」でログインしている場

合、「入力担当者」を設定して保存した定義は表示されていないという状態です。） 

 

つまり定義名に表示される選択肢は 

１～5の基本情報定義 ＋ 担当者が設定されていない追加定義 ＋ 担当者(ログイン者)を設定した追加定義 

となり、ログイン者以外の担当者が設定されている定義は表示されないと言うことになります。 

 

所内で共有したい定義には「担当者」を設定しないで保存し、担当者別に使い分けたい場合には「担当者」を

設定して保存することで、他の担当者が保存した定義と切り分けが出来ます。 

 

④定義の編集 

 

保存した定義名を選択すると保存した出力項目と出力順が呼び出されます。 

 



 

「ADD LINE」を押すと一番下に空白の行が追加されるので、プルダウンから追加したい項目を選びます。 

 



 

出力順８の全出願人の行にカーソルがある状態で「INS LINE」を押すと、全出願人は出力順９になって、出力順

８に項目を挿入することが出来ます。 

 



 
「上書保存」を押すと変更した出力項目の定義を上書保存することが出来ます。 

元の定義を変更したくない場合は、「保存名」を変更して「追加保存」を押し別定義として追加して下さい。 

 

その他の選択項目編集用ボタンとしては 

「ALL SET」 全ての項目を選択して出力順をセットします。 

「RESETSSEQ」 全ての項目を非選択にして出力順をリセットします。 

「DEL LINE」 選択した行を削除します。 

が使用できます。 

 

「INS LINE」で出力順がバラバラになっても、一度上書保存してから呼び出すと出力順に並んで表示されます。 

 

⑤定義の削除 

 
削除したい定義を選択して、右上の「削除」ボタンを押すと、確認の為、認証文字の入力画面になります。出

力項目定義は一度削除すると元に戻せませんので、誤って削除してしまわないために、削除する場合には認証

文字欄に「KEMPOS」と入力して「OK」を押して下さい。 

 

１～５の基本情報とプルダウンに表示される選択項目は固定となっていますが、今後管理項目を追加したり、

お客様のご要望によりバージョンアップで追加していく予定です。是非ご希望をお寄せ下さい。 



2. 複数の分割出願台帳を一括で作成する機能を追加しました。 

  

・現在は分割手続を使用することで親の出願をもとに 1件の出願台帳が作成できますが、「PCT分割」手続の 

ように親の出願をもとに複数の分割出願の出願台帳を一括作成するための手続を用意しました。 

 

  



 ・分割出願の出願台帳を一括作成する際は、親出願の出願台帳を呼び出し、Editボタンを押します。 

次に関連出願の画面を開き、分割出願の台帳を一括作成する分だけ「分割」行を作成し、出願台帳上の 

Writeボタンを押してデータを保存します。 

   
 ・再度 Editボタンを押し、「特許庁への応答・提出」の中にある「複数分割手続(複数の分割出願の台帳を 

一括作成)」を選択し、手続追加ボタンを押します。 

   

 ・提出日には適当な日付を入力し、複数分割ボタンを押します。 

  （提出日に入力した日付は分割出願の出願日等に影響はありません。） 

  

  



 ・下記 2つのメッセージを選択後、新たに作成する分割出願の整理番号を入力する画面が表示されますので、 

番号を入力して[OK」を押します。 

・整理番号を入力する画面は、一括作成する案件数分表示されますので、それぞれ整理番号を入力します。 

   

   

   

  

 ・各分割出願の整理番号を入力後、下記のメッセージが表示されます。 

   

   
  



 ・操作完了後、親出願の関連出願には各分割出願の情報が記録され、関連付けが行われます。 

   

  

 ・各分割出願には親出願の出願日が原出願に反映され、関連出願には親と自分以外の分割出願の 

  データが関連付けされます。 

   
  



  

  

  



 

3. 出願台帳から出力する年金原簿について 25年度まで対応したものを用意しました。 

 

・意匠出願の出願台帳画面にて「外国原簿(年金)25年」を選び、Printボタンで印刷します。 

 
 

・以下は「外国原簿(年金)25年」の印刷プレビュー画面です。 

年金・更新期限設定画面の手動年金期限のデータに基づいて出力します。 

 



 

 

4. 存続期限を手動で変更していた場合は、次回更新時に通知を表示するようにしました。 

・更新期間の徒過した後の 6ヶ月の期限管理について、存続期限を手動で書き換えていた場合、 

   次の期限を設定すると手動で調整した日から 10年後の日付が存続期限として入ります。 

   誤った期限が入らないよう、警告を表示し書き込みをキャンセルできるようにしました。 

   中間取込でも同様のメッセージが表示されます。 

   
  



 

5. 手続入力時に応答元指令を表示させる手続を設定出来るようにしました。 

 

 ・手続定義設定画面の「応答期限設定」に「応答元表示」項目を追加しました。 

  

 

・応答元表示を設定した手続を入力する際、下図のように「応答元指令」を選択するためのプルダウンが表示され、 

 選択した指令に関連する手続として登録できます。 

   

  



 

6. 出願台帳に発明者ボタンから選択して発明者を入力する際、英名称でも選択できるようにしました。 

  

 ・発明者データを入力する画面です。顧客台帳のその他タブから開きます。 

   
  

 ・発明者名下の発明者の英名称をプルダウンから選択できるようにしました。 

   

   
   



 

（２） 外国関連 

7. 香港特許、マカオ特許の出願台帳を中国特許などから手続を入力して作成出来るようにしました。 

 

 ・現在は香港特許、マカオ特許のもとになる出願台帳をコピーして作成する必要がありますが、 

  新たに用意した「香港の出願台帳を作成」、「マカオの出願台帳を作成」を使用することで、分割手続の 

ように出願台帳の作成と関連付けが自動で行えます。 

  

  



  
 

・作成もとになる国の出願種別に、香港特許、マカオ特許の出願台帳を作成する際の出願種別を設定します。 

  

  



 

・中国特許をもとに香港特許の出願台帳を作成する場合、中国特許の出願台帳を呼び出し、 

Editボタンを押下後、「特許庁への応答・提出」の中にある「香港の出願台帳を作成」を選択し、 

手続追加ボタンを押します。 

（マカオ特許の出願台帳作成する場合は「マカオの出願台帳を作成」を選択します。） 

  

 

・提出日には適当な日付を入力し、HK手続ボタンを押します。 

  （提出日に入力した日付は香港出願の出願日等に影響はありません。） 

  
 

  



・下記 2つのメッセージを選択後、新たに作成する香港出願の整理番号を入力する画面が表示されますので、 

番号を入力して[OK」を押します。 

   

   

   

  

・香港出願の整理番号を入力後、下記のメッセージが表示されます。 

   
  

  



・手続入力後、中国特許の関連出願には作成された香港特許のデータが関連付けられます。 

  

 

 ・香港特許には中国特許の出願日が原出願に反映され、関連出願には中国特許のデータが関連付けられます。 

   

  



 

8. ザンジバル商標を追加しました。 

 

・「T2商標」の出願種別設定画面です。 

 
・設定内容に基づいて存続期限、更新期限を管理します。 

（初回の存続期限は出願日から 10年、その後の更新期限は 7年毎） 

 

  



 

（３） その他 

9. 文書編集にて文書を自動保存する際、Wordは docx, Excelは xlsxの拡張子で保存するようにしました。 

 

10. 中間取込ソフトから出願台帳に起案日を転記できるようにしました。 

 

 ・起案日が記載されている HTMLを取り込むと、中間取込ソフトのその他タブ内の起算日に日付が反映されます。 

   

   

  



 ・データの書き込みを行うと「出願台帳」の「審査経過」タブと「経過手続」の起案日に日付が反映されます。 

   
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

11. 中間取込ソフトで納付書を取り込んだ際、手動期限を設定している場合は納付報告に手続日を設定出来るよう

にしました。 

  

 ・あらかじめ手続定義設定画面の日付転記にてプルダウンより「年金完了」をセットしておきます。 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ・中間取込ソフトで特許料納付書を読み込んだ際の画面です。納付日は「2026/09/30」です。 

   
 

 ・出願台帳の手動期限の画面です。納付年の納付報告日に「2026/09/30」が転記されます。 

   
   

   

   

   

   

   

   

   

   



12. 受任台帳、出願台帳の包袋呼出ボタンにて、包袋が作成されていない場合には、新規作成を選択出来る機能を

追加しました。 

オプションのフリー参照フォルダ機能をご使用の場合、取込等を行わなくともフリー参照フォルダ機能が使え

るようになります。 

 

１． 出願台帳の場合 

 
外国出願のため包袋は出来ていませんが、この状態で「呼出」ボタンを押します。 

 

 
このようなメッセージが表示されるため、新規作成する場合は「はい」を押します。 

 

 
案件の表示とフォルダ参照だけが設定された新規包袋が作成されています。 

 

 



２． 受任台帳の場合 

 

 
受任台帳の包袋関連タブの「包袋呼出」ボタンでも同様の動作をします。 

 

 
 

但し、その受任台帳から出願台帳を作成していて、その出願台帳で包袋を作成している場合には、包袋が共有

となるため作成済みの出願台帳の包袋が開きます。 

 

13. フリー参照フォルダをエクスプローラーで開くボタンを追加しました。 

 

オプションのフリー参照フォルダをお使いの場合、Internet Explorerのサポート終了に伴い、ブラウザから

フォルダを開く方法が使えなくなったため、出願台帳からフリー参照フォルダを直接フォルダを開くボタンを

追加しました。 

 

「フォルダ」ボタンを押す事でエクスプローラーでフォルダを開きます。 

 



 
従来通りの操作が可能となります。 

 

（４） 編集コード 

14. 請求項数から 1マイナスした数を出力する編集コードを追加しました。 

{CO}：請求項の数-1（※受任台帳の場合は「件数-1」） 

 

15. 顧客台帳に設定している国を英名で出力する編集コードを追加しました。 

{CU#：顧客国籍英名 

16. 発送番号を全角で出力する編集コードを追加しました。 

{KH#：発送番号(全角) 

17. 請求ソフトで DNDateを出力する編集コードを追加しました。 

{BZ}：DNDate 

 


